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 論文審査の結果の要旨
 キナレン系化合物はフルベン,フルバレン類の双極中心の間にベンゼン環などの環状共役系が挿
 入された骨格を有する化合物で・芳香族性という立場からそれらの合成および物性に興味の持たれ
 ている化合物である。栄利定提出の論文はチオフェン環およびナフタレン環が挿入された構造を有
 するキナレン類の合成とその性質に関するもので全7章よりなる。
 第1章では・この分野に関連する過去の研究について概観するとともに,本研究の目的および研
 究結果の概要が述べられている。
 第2章,第3章および第4章においては,チオフェン環を含むキナレン系化合物である5一シク
 ロヘプタトリエニリデンー2(5H)一チオフェンおよび2一シクロヘプタトリエニリデンー5一
 メチレンー2,5一ジヒドロチオフェン類の合成とその反応性について述べている。チオフェンを出
 発原料として,グリニヤール反応その他の反応を巧みに適用して,これらの化合物の合成に成功し
 ている。さらに・その反応性を利用してシクロヘプタトリエニリデンプロペニルトロピリウムィオ
 ンの合成を行っている。また、これらの化合物は基底状態において極性構造の寄与が小さいことな
 ど構造上の問題を明らかにした。
 第5章では,チオフェン環を含む〔5、5.7〕キナレン系の化合物の合成について述べている。チ
 オフェンを出発原料として7員環および5員環を結合させることによって合成に成功し,さらに,
 乙の化合物が基底状態において分極構造の寄与の大きい構造を有することを明らかにした。
 第6章ではナフタレン環を含むキナレン系化合物の合成について述べている。ナフタレン核の,
 i、4位およびL5位に5員環と7員環をそれぞれ結合したキナレン系化合物の合成に成功し,これ
 らの化合物では基底状態における分極構造の寄与が極めて大きいこ.とを明らかにした。
 第7章では立体構造と分極構造の寄与を明らかにするために,[5.6.7]キナレンのジメチル体
 の合成を行ない・この化合物における分極構造の寄与が極めて大きいことを確めたことについて述
 べている。
 以上の成果はキナレン系化合物の合成法の開発およびその構造について極めて有用な知見を与え
 るもので,この分野の研究の発展に大いに貢献するものであり,著者が独立して研究活動を行うた
 めに必要な高度の研究能力と学識を持つことを示している。
 よって,栄利定提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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